
　9月3日（日）、兵庫県丹波地域合同
防災訓練が実施されました。篠山市
社会福祉協議会では、震度６の地震
発生を想定し、市内の団体、学生、
市民ボランティアの協力のもと災害ボ
ランティアセンターの設置・運営訓練
を行いました。（写真は、救援物資搬
出の様子）
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赤い羽根共同募金運動がはじまります
　10 月 1 日から全国一斉に「赤い羽根共同募金運動」が実施されます。
皆さんのご支援ご協力を、よろしくお願いします。
　赤い羽根共同募金は、地域の福祉活動を支援する地元に根ざした募金
です。寄せていただいた募金は、子どもたち、高齢者、障害者などを支
援するさまざまな福祉活動に役立てられます。

平成 29年度目標額	 7,200,000 円
地域の皆さんへ
　1世帯当たりの目標額	 500 円

篠山市共同募金委員会では
平成 29年度の配分金事業費として

7,000,000 円を配分します

平成 28年度　配分金事業明細
事　業　名 金　額（円）

給食サービス事業 1,315,444
友愛訪問事業 545,440
子ども一時預かり事業 83,139
福祉教育推進事業 486,938
社会的ひきこもり就労支援事業 209,618
こども食堂 123,229
ボランタリー活動支援事業 115,000
ボランティア連絡協議会への助成 355,356
社会福祉大会の開催 323,526
福祉委員活動費 1,035,000
地区福祉会議の開催 220,281
ふれあい・いきいきサロンへの助成 73,731
心配ごと相談所の開設 126,700
広報・調査事業 592,420
福祉団体への支援・助成 991,422

計 6,597,244

戸別募金 法人募金

職域募金
バッジ募金

街頭募金

学校募金

皆さんからの募金は
　地域で活かされています
�共同募金は、民間の社会福祉事業資金として使われて
います。
�県単位では、社会福祉施設や県域で活動している福祉
団体などに配分されます。
�本年度、皆さんからお寄せいただいた募金は、兵庫県
共同募金会へ全額送金し、30 年度の篠山市の地区福
祉事業費として、配分されます。

助け合い
広がる
つながる
赤い羽根

こ
ど
も
も
大
人
も

み
ん
な
集
ま
れ
！

夏
休
み
・
さ
さ
っ
こ
食
堂

　

夏
休
み
期
間
中
の
合
計
６
日

間
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

と
し
て
、昨
年
に
続
き「
さ
さ
っ

こ
食
堂
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

共
働
き
や
ひ
と
り
親
家
庭

で
、
夏
休
み
期
間
中
に
ひ
と
り

で
過
ご
す
こ
と
の
多
い
、
市
内

の
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
対

象
で
、
６
世
帯
16
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
高
校
生
や
大
学

生
、
一
般
と
幅
広
い

世
代
か
ら
、
前
回
か

ら
倍
増
の
35
名
の

参
加
が
あ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

運
営
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
食
事
と
学
習
支
援

を
重
点
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

前
半
の
学
習
支
援
で
は
、「
読

書
感
想
文
を
書
こ
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
図
書
館
司
書
の
方
に
、

本
の
選
び
方
と
、
読
書
感
想
文

の
書
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
さ
っ

こ
食
堂
の
最
終
日
に
は
、
目
標

通
り
、
ほ
ぼ
全
員
が
読
書
感
想

文
を
書
き
終
え
ま
し
た
。

　

後
半
は
、「
工
作
を
し
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
木
片
や
小
枝
の

材
料
で
、
う
さ
ぎ
や
犬
、
人
な

ど
思
い
思
い
の
作
品
を
、
キ
リ

や
ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
て
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
ま
た
、
段
ボ
ー
ル

を
使
っ
た
工
作
で
は
、
パ
タ
パ

タ
変
わ
り
絵
を
作
り
ま
し
た
。

「
二
学
期
、
学
校
に
持
っ
て
行

こ
う
！
」
と
、
み

ん
な
作
品
の
出
来

栄
え
に
と
て
も
満

足
そ
う
で
し
た
。

　

楽
し
い
食
事
、
集

中
し
た
学
習
、
元
気

に
遊
ぶ
と
い
っ
た

生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

今
後
、
社
協
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
自
分
で
通
え
る
場
所

に
、
食
事
提
供
を
含
め
た
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
を
、
地
域

に
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

工作のようす

たとえば、こんなところで使われています
その１
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災害発生

災害ボラセン設置の判断（24時間以内）

設置内容の確認 周知・広報活動

・運営スタッフへ連絡
・センター事務所の設置
・広報活動
 （72時間以内）

災害ボラセン運営開始
（概ね1か月程度）

通常の社協ボラセン
業務で対応

被災状況をもとに協議

設置する 設置しない

篠
山
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
訓
練

 
災
害
に
備
え
て

　

９
月
３
日
（
日
）、
篠
山
城
跡

三
の
丸
広
場
及
び
篠
山
小
学
校
で

兵
庫
県
丹
波
地
域
防
災
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
社
協
で
は
、
災
害
発
生
時
以

降
の
復
旧
・
復
興
に
欠
か
せ
な
い
、

災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設

置
・
運
営
訓
練
を
、
篠
山
市
社
会

福
祉
法
人
連
絡
協
議
会
、
篠
山

ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ

及
び
兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

協
力
の
も
と
実
施
し
ま
し
た
。

　

篠
山
市
の
御
所
谷
断
層
を
震
源

と
す
る
直
下
型
大
地
震
（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
３
、
震
度
6
）
の

発
生
を
想
定
し
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し

た
。
市
内
の
団
体
（
愛
育
班
、
い

ず
み
会
）、
東
雲
高
等
学
校
の
学

生
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け

入
れ
、
炊
き
だ
し
、
救
援
物
資
の

配
布
、
ま
た
子
育
て
支
援
と
い
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
マ
ッ
チ

ン
グ
（
作
業
調
整
）
し
、
実
際
に

活
動
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ニ
ー
ズ

を
集
約
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
対

応
で
き
な
い
特
殊
な
支
援
（
道
路

の
復
旧
や
建
物
の
解
体
等
）
は
、

外
部
団
体
に
つ
な
ぐ
必
要
が
あ
り

ま
す
。
内
部
だ
け
で
な
く
、
外
部

団
体
と
の
連
携
も
重
要
で
す
。
今

後
は
、
外
部
団
体
と
の
連
携
を
さ

ら
に
深
め
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
も
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

マッチング（作業調整）の様子

災害ボランティアセンター
（災害ボラセン）って！？
　災害時に設置される被災地での防災ボ
ランティア活動を円滑に進めるための拠
点。被災地のニーズを収集し、被災地内
外に情報を発信する。活動を希望するボ
ランティアを受け入れ、作業調整（マッ
チング）や資機材の貸し出しを行い、ボ
ランティアの活動を支援している。

体制と役割
①総務班
・災害ボラセンの運営管理
・市との連絡調整
・調査・統計業務
・経理事務
・資材の調達

④資機材班
・作業物資の管理
・資機材の受け渡し
・資機材の受け取り
・送迎及び物資の配送等
・資材の管理

②受付班
・ボランティアの受付
・ニーズの受付
・活動報告の受付
・保険の加入
・相談及び協力依頼

⑤広報班
・ＨＰ等の管理運営
・記録及び情報提供
・防災行政無線放送の活用
・情報収集

③作業調整班
・活動要請場所の現地調査
・活動先調整
・活動報告書の作成
・集計
・休憩所の確保

⑥駐車場班
・駐車場への安全な誘導

災害発生から災害ボラセン設置までの流れ

その２
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第
18
回
　
篠
山
市
社
会
福
祉
大
会

 
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

　

７
月
16
日
（
日
）、
篠
山
市
立

四
季
の
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
２
５
６
名
の
参
加
を
得

て
、
第
18
回
、
篠
山
市
社
会
福
祉

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
屋
内
の

展
示
コ
ー
ナ
ー
に
加
え
、
屋
外
に

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
＆
ヨ
ー
ヨ
ー
釣

り
、
紙
飛
行
機
づ
く
り
等
が
体
験

で
き
る
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
障
害

者
福
祉
事
業
所
に
よ
る
模
擬
店
が

集
ま
っ
た
お
ま
つ
り
広
場
や
、
精

明
園
「
舞
丹
」、
岡
野
太
鼓
、
丹

波
篠
山
楽
空
間
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
楽
し
め
る
ふ
れ
あ
い
ス

テ
ー
ジ
を
設
置
し
、
小
さ
い
お
子

様
連
れ
の
来
場
者
も
楽
し
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

記
念
講
演

地
域
の
絆
で“
無
縁
を
包
む
”

　

記
念
講
演
で
は
、
豊
中
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
福
祉
推
進
室
長

の
勝
部
麗
子
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
『
地
域
の
絆
で
、
“
無
縁
を
包

む
”
』
と
題
し
、
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
と
し
て
ゴ

ミ
屋
敷
問
題
や
、
８
０
５
０
問
題

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
人
を
支
援
し
て
こ
ら
れ

た
経
験
を
も
と
に
、
ア
プ
ロ
ー
チ

の
仕
方
や
寄
り
添
う
支
援
の
あ
り

方
を
話
さ
れ
、「
困
っ
て
い
る
人

や
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
に
気
づ

け
る
の
は
行
政
で
は
な
く
、
近
所

や
地
域
の
人
で
す
。
一
人
ぼ
っ
ち

を
作
ら
な
い
地
域
づ
く
り
を
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

おまつり広場の様子

豊中市社会福祉協議会
勝部麗子さん

地
域
福
祉
に
貢
献
さ
れ
た 

団
体
・
個
人
を
表
彰

　

当
社
協
が
行
う
「
ふ
れ
あ
い
・

い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
」
の
指
定

を
受
け
た
後
も
、
継
続
し
て
サ
ロ

ン
事
業
に
取
り
組
み
、
地
域
福
祉

活
動
の
充
実
に
努
め
て
い
る
団
体

と
し
て
、
桑
原
自
治
会
（
桑
原
ふ

れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
）、

上
小
野
原
自
治
会
（
上
小
野
原
い

き
い
き
会
）
に
地
域
功
労
団
体
表

彰
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
篠

山
市
福
祉
委
員
連
絡
会
の
副
会
長

と
し
て
、
３
期
９
年
（
平
成
20
年

４
月
か
ら
平
成
29
年
３
月
ま
で
）

在
任
し
、
福
祉
委
員
連
絡
会
の
運

営
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
高
山
泰

造
さ
ん
（
福
井
自
治
会
）
に
、
地

域
福
祉
活
動
功
労
者
感
謝
を
行
い

ま
し
た
。

ほかにも、こんなところで使われています

福祉教育推進事業 地区福祉会議の開催

給食サービス事業 こども一時預かり事業

その３
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１ 対象団体
市内の自治会、まちづくり協議会、ふれあい・いきいき
サロン、ボランティアグループ、子育てサークル、セ
ルフヘルプグループ、NPO法人等で、支援を必要とす
る方々が地域で安心して暮らせることをめざして、歳
末たすけあい運動の趣旨に沿って事業を行う組織化さ
れた団体が対象です。
※ ‌�NPO法人が行う介護保険制度や自立支援法に基づく事業
については対象外です。

２ 対象事業
⃝�地域で行う高齢者、障がい者、子育て中のお母さんな
どを対象としたふれあい・いきいきサロン（居場所
づくり活動）や世代間交流事業（クリスマス会、歳
末事業、お正月事業）

　※�交流事業については、子どもから高齢者までを対象とし
ますが、特に、閉じこもりがちな高齢者、障がい者、子
育て中のお母さんなど、何らかの支援や見守りが必要な
方が実際に参加できるように企画してください。

⃝�一人暮らし高齢者、高齢者世帯、障がい者等、要援
護者世帯への声かけや、見守りを行う友愛訪問活動
⃝�地域で取り組む災害時の要援護者支援や、避難・消火・
炊き出し・救命・避難所運営訓練等の地域防災訓練
⃝�地域で行う福祉に関する学習会や住民座談会

３ 実施期間
平成 29 年 12 月 1 日（金）

～平成 30 年 1 月 31 日（水）
４ 助成金額
過去に助成を受けた回数にかかわらず、一律の金額を
助成します。

1 団体あたり　上限 25,000 円
応募の内容や件数、寄せられた募金額により助成金額
を決定しますので、非該当や減額もありますのでご了
承ください。
＊助成金額は、活動にかかる経費の 90％未満です。
＊�活動にかかる経費の 10％以上は、助成金以外の寄付
金、会費、参加費など各団体で確保してください。
＊�助成金の食材費への充当は、１人当たり 500 円以下
としてください。

５ 申請方法
申請書に必要事項を記入し、篠山市社会福祉協議会の
窓口に提出してください。
※郵送では受け付けていません。
＊�申請書は社協事務所及び社協のホームページにあります。

６ 受付期間
平成 29 年 9 月 21 日（木）～ 10 月 31 日（火）

〈問い合わせ先〉
篠山市共同募金委員会（篠山市社協）
担当：谷岡　正淑　☎ 590-1112

平成29年度　歳末たすけあい運動配分事業

地域歳末ふれあい交流事業 助成希望団体を募集

受け入れまでの流れ
日　　程 内　　　　　容

～11月17日（金）
まで

里親さんを募集（10 名程度）
篠山市社会福祉協議会の窓口にて、
申込用紙の記入をお願いします。

12月中旬

里親連絡会（市役所で開催）
児童養護施設「立正学園」の方か
ら、受け入れる子どもたちの状況
を、聞くことができます。

12月 28日（木） 里子　出迎え式

⬇ 里親家庭内で過ごします。

  1 月  4 日（木） 里子　帰園式

年末年始の短期里親さん募集
　本年も、12 月 28 日から 1月 4日まで、加古
川市にある児童養護施設「立正学園」の子ども
たちを篠山に迎え、年末年始を市内の里親家庭
のもとで過ごす「第 56回短期里親事業」を実施
します。
　年末年始に子どもたち
とのふれあいを通じて、
家庭のぬくもりを伝えて
いただける里親さんを募
集しますので、ご協力を
よろしくお願いします。

〈申し込み・問い合わせ先〉
篠山市共同募金委員会（篠山市社協）　担当：谷岡　正淑　☎ 590-1112
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　高齢者の方は骨折のリスクがかなり高いといっても、過言ではありません。
　最近では手術も進化し、治療の選択肢も増えています。運動や日光浴は大切ですが、一人ひとりに応じ
た運動量や対応があります。また、骨粗しょう症の治療が優先される場合もあります。まずはかかりつけ
のお医者さんに相談し、自分の体を知ることが大切です。転倒しないように気をつけて生活をしましょう。

〈問い合わせ先〉　篠山市社会福祉協議会　居宅介護支援事業所　☎ 590-1227

①「太ももの付け根の部分の骨折」
　　�大きな骨なので若い人はめったに骨折することがない
が、高齢者は転んだときに地面に打ち付けて骨折します。

②「背（腰）骨の骨折」
　　�くしゃみや尻もちをついたり、重い物を持ち上げること
で骨折します。

③「手首の骨折」
④「肩の骨折」

高齢者の四大骨折

❶

❷
❸

❹

こんにちはケアマネジャーで
す！

　親の病気や虐待など、様々な事情により、自分の
家庭で暮らせない子どもたちが、施設などで暮らし
ています。そんな子どもを家庭に迎え入れ、一時
的にでも家庭のぬくもりを伝えてあげる、それが
「Foster family（里親家庭）」です。
　養育の期間は、子どもの状況によって数日間から
数年間まで様々です。
　詳しくお知りになりたい方は、
川西こども家庭センターまでご
連絡ください。
〈サポート概要〉
◎�里親支援専門相談員・里親会・こども家庭センター
が里親さんをきめ細かくサポートします。
◎�里親手当・生活諸費・教育費などの必要経費は公
費で負担します。

　地域の皆さんに里親制度を知っていただくため、
各地域に出向く「里親出前講座」も随時開催します。
「里親って何？」「里親になるには資格がいるの？」
など、少しでも興味があれば聞いてみませんか！地
域団体や学校などにお伺
いしますので、お気軽にお
申込みください。
　※費用は無料です

〈申し込み・問い合わせ先〉
兵庫県川西こども家庭センター
〒 666-0017　川西市火打 1-22-8
担当：筒﨑、河合　☎ 072-756-6633

里親出前講座を
実施します

家庭のぬくもりを
求めている子ども達のために

『Foster family』に
なりませんか？
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と　き と 　こ　 ろ
10月  5日（木） 13：30 ～ 16：00 西 紀 支 所

6日（金）   9：00 ～ 11：30 丹南健康福祉センター
13日（金）   9：00 ～ 11：30 篠 山 市 民 セ ン タ ー
20日（金）   9：00 ～ 11：30 丹南健康福祉センター
27日（金）   9：00 ～ 11：30 篠 山 市 民 セ ン タ ー

11月  1日（水） 13：30 ～ 16：00 今田まちづくりセンター
10日（金）   9：00 ～ 11：30 篠 山 市 民 セ ン タ ー
17日（金）   9：00 ～ 11：30 丹南健康福祉センター
24日（金）   9：00 ～ 11：30 篠 山 市 民 セ ン タ ー

心配ごと相談日 篠山市の福祉指標� （平成29年8月末現在）

地区 人口 65歳以上
人口（人） 高齢化率 増減 14歳以下

人口（人） 年少率 増減

篠 山 12,293人 4,086人 33.2% ➡ 1,350人 11.0% ⬇
城 東 3,227人 1,340人 41.5% ⬆ 266人 8.2% ➡
多 紀 3,147人 1,444人 45.9% ➡ 270人 8.6% ➡
西 紀 4,123人 1,374人 33.3% ⬆ 491人 11.9% ⬇
丹 南 15,973人 4,456人 27.9% ➡ 2,212人 13.8% ➡
今 田 3,520人 1,189人 33.8% ⬆ 347人 9.9% ➡
計 42,283人 13,889人 32.8% ➡ 4,936人 11.7% ➡

下記のとおり相談日を設けています。
お気軽にご相談ください。

ボランティアNAVI

福祉体験学習サポートボランティア　養成講座

災害義援金にご協力ありがとうございました

　福祉教育の一環として、学校で実施される車いす、
アイマスク体験など、福祉体験学習に講師派遣を行っ
ています。その際、安全でわかりやすく福祉体験学習
をすすめていくために、講師のサポートをするボラン
ティアを養成する講座です。
　福祉教育について、子どもたちと
一緒に学ぶボランティア活動にご参
加ください。
　２日間受講された方には、修了書
をお渡しします。

　篠山市社会福祉協議会では、災害義援金として、
皆さんの温かい思いとしてお預かりした募金を、共
同募金会を通じ、被災地へお届けしました。（9月12日
現在）

「平成29年7月5日からの大雨災害義援金」
　篠山市小学校長会����������������������   2,600円
　兵庫県立篠山鳳鳴高等学校生徒会�������� 24,900円
　サークル四ツ葉������������������������ 10,000円
　スポーツクラブ21ふくすみ��������������   3,513円
　社会福祉法人　わかたけ福祉会���������� 15,607円
　栗柄一休会���������������������������� 10,000円
　住吉台自治会�������������������������� 19,599円

「平成28年熊本地震義援金」
　NPO法人　いぬい福祉村����������������   6,966円

（敬称略・順不同）

と　　き	 11月20日（月）、27日（月）
いずれも　午後１時30分～４時
と こ ろ　篠山市立丹南健康福祉センター　第１会議室
受講対象　�福祉教育に関心があり、児童、生徒に関わ

るボランティアをしたい方
募集人数　15名（申込順）
受 講 料　無料
申込締切　11月10日（金）

〈問い合わせ先〉
篠山市社会福祉協議会　総務課
担当：松本　ますみ　☎590-1112

現在、受付中の災害義援金
・平成28年熊本地震義援金（平成30年3月31日まで）

・大分県豪雨災害義援金（平成29年12月28日まで）

・平成29年7月5日からの大雨災害義援金
　（平成29年12月28日まで）

災害義援金を手渡す篠山鳳鳴高校生徒会
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篠山市ファミリーサポートセンター善意銀行だより
7、8月分� （敬称略）

金銭預託
匿名� 善意の預託・・・    500円

松本美千代（７、８月）（井ノ上）� 善意の預託・・・  6,000円

井関道夫（曽地奥）� 善意の預託・・・20,000円

藤木千晧（小中）� 善意の預託・・・40,000円

指定預託
畑　利清（今福）�介護機器貸出事業・・・介護用電動ベット1台

物品預託
匿名� 玉ねぎ２０キロ・・・給食サービス

園田商店� 大山スイカ３玉・・・給食サービス

土井照美（後川上）� さつまいも20㎏・・・給食サービス

真南条営農組合� じゃがいも350㎏・・・給食サービス

芦田富基子（７、８月）（今田町芦原新田）

� 鉢植えの花16鉢・・・今田地区ひとり暮らし高齢者

飯田成代（７、８月）（垣屋）� 折り紙細工・・・給食サービス

西澤昭美（７、８月）（栗柄）� 折り紙細工・・・給食サービス

小山玲子（７、８月）（大沢新）� 折り紙細工・・・給食サービス

田中光子（７、８月）（川北新田）�折り紙細工・・・給食サービス

全6回シリーズ　交流会
　　親子ヨガを楽しもう

〈申込み・問い合わせ先〉
篠山市社会福祉協議会　ファミリーサポートセンター

担当　上山　真子　☎590-1388

子ども一時預かり　“かんがるー”
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◯  9月29日（金）、10月24日（火）
◯11月16日（木）

　　四季の森生涯学習センター東館　和室（２階）
　　　午前１０時～１２時
定 　 員：６名（生後6か月～就学前のお子さん）
利 用 料：子ども１人につき　１回５００円
申込締切：各実施日の１週間前までにお申し込みください
	 ☆利用には申し込みが必要です
	 ☆会員以外の方も利用できます
	 ☆定員になり次第、締め切らせていただきます

　全６回シリーズの親子ヨガ教室も、ついに
最後となりました。
　子どもと一緒に同じ時間を過ごしながら、心も体もリラッ
クスすることができますよ。お友だちも誘って、おしゃべり
しながら、いい汗をかきませんか。
と 　 き：第５回  10月26日（木）　第6回  11月30日（木）
	 午前10時～ 11時
と こ ろ：四季の森生涯学習センター　大会議室（1階）
講 　 師：林　真咲（まさき）さん
	 親子ヨガ　～インファントパーク～主宰
定 　 員：１５組（親子向けの内容です）
持 ち 物：ヨガマット（あれば）、バスタオル１枚
	 汗拭きタオル、飲み物
参 加 費：無料
申込締切：各実施日の1週間前まで

こんなときには、ファミサポを！
○仕事で保育園のお迎えが間に合わないときに
○下の子を預けて学校行事に行きたいときに
○子どもと一緒に病院や美容院に行けないときに

　ファミリーサポートセンターは、保護者に代わっ
て一時的に子どもを預かる事業です。
　活動に興味のある方、ぜひお問い合わせくだ
さい。ご連絡お待ちしております！

社協会費納入のお礼
　自治会長様を通じてお願いしました社協会費が、皆さん
のご理解、ご協力のもと、総額7,391,220円（8月末現在）
となりました。厚くお礼申しあげます。
　この会費は、社協唯一の自主財源であり、地域福祉事業、
在宅福祉事業、ボランティア活動及び福祉団体育成等、地
域福祉の向上のために、有効に活用させていただきます。
　当社協は、「だれもが安心して暮らせる福祉のまちづく
り」をめざし、一層努力をしてまいりますので、今後とも、
皆さんのご支援ご協力をお願い申しあげます。ありがとう
ございました。
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情 報 ボ ッ ク ス

この広報紙は共同募金の一部助成を受け発行しています。


